
秋の全国交通安全運動　9月21日〜30日 保護者のみなさまへ

夕方の帰り道が、いちばん危ない
真っ暗な夜ではありません。「まだ見える」と感じる時間帯です。

「自動車 × 歩行者」の死亡事故（1時間あたり）

昼間 162.7件

日の入り前後1時間 643.5件

夜間 306.2件
内閣府「令和元年版 交通安全白書」平成26〜30年の5年間の累計より

これからの3か月がピークです

日の入り前後1時間の死亡事故は、10月から12月にかけて大きく増えます。

6月の105件に対し、10月306件・11月316件・12月325件。およそ3倍です。

日の入りが下校時刻に重なるためで、9月上旬は18時台、12月上旬は16時台になります。

なぜ暗くなりきる前が危ないのか

運転者はまだライトを点けていません。歩行者は「見えているから大丈夫」と思っています。

目は、明るい所用の細胞から暗い所用の細胞へ切り替わる途中で、どちらも十分に働きません。

さらに、暗くなると赤やオレンジから先に見えなくなります。色より反射材が確実です。

今日からできる4つのこと

1. 反射材は「足元」に1つ
ロービームは下向き。遠くから届くのは低い位置です

2. ランドセルにもう1つ
後ろから来る車に効きます

3. 「渡るときは止まって、顔を上げる」
事故の約8割が横断中です

4. 横断歩道まで歩く
横断場所の約7割が横断歩道以外です

出典：内閣府「令和元年版 交通安全白書」／警察庁「薄暮時間帯における交通事故防止」（令和3〜7年の分析）
　　　／内閣府「令和8年秋の全国交通安全運動推進要綱」
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